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  今年度は現状の調査および提案を行い、図面を作成した。来年度はそれをもとに具体的にその提案

をつめ、整備を進めていきたい。

 
5. 学生の感想 
 住民や保存会の高齢化が進んでいく中で、学生との協働はどちらにとってもよい刺激を与えていくで

あろう。だが、協働のための意思の疎通がうまく図れないこともあり、食い違いが生じているのも現状

であると考える。今後はお互いさらに歩み寄り、相乗効果を作り出すような関係を築いていくことが大

事である。

6. 地域活動に対する地域からの評価 
 1）「加賀橋立北前船主の里れきし探訪」にてまちづくり活動について発表 
  平成 25 年 10 月 12 日に開催された加賀橋立地区のイベントにおいて、本活動について発表し、橋

立地区の住民及び他地域の方々からも高く評価された。

 2）地域からの評価（加賀市） 
  過疎化が進行し、住民のほとんどが高齢者である加賀東谷地区において、学生の若い力がまちづく

りに加わることで得られた効果、課題は以下である。

効 果 
 ・東谷の拠点施設「山野草かふぇささゆり」の整備が進んだ。

 ・学生が整備活動に取り組む姿をみて、住民の町づくりに対する意識が向上した。

 ・学生から東谷の特色を活かした景観整備計画が提案されたことで、住民が東谷のアピールポイント

を再認識できた。

 ・東谷の今後のまちづくりについて、大学からの専門的な指導を受けて計画することができた。

 ・高齢の住民がほとんどのため、学生の活動がまちづくりの大きな力となった。

今後改善すべきこと 
 ・住民・学生・行政官の意思の伝達体制の構築 
 ・学生の活動の住民への周知と、住民のまちづくりへの参加 
 ・学生が卒業する際の活動の引き継ぎ 
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金沢市および周辺地域商店街等に対する学生広報活動による地域活性化プロジェクト 

 

学生団体名： 金沢学院大学 メディアデザイン学科 

参加学生 ： 町方珠代・川村官世・西山貢未・木原亜耶・長手明日美・山崎知世・寺口葉子 他 23名 

1. 地域活動の概要 

私たちはこれまでも、高齢化または空洞化の進んだ地域に対してデザインの力で活力を与える活動に取

り組んできた。金沢市内および近隣地域の商店街・企業・第三セクター団体等からの依頼に基づくチラ

シ・ポスター・CM 等は大変好評で、今年度は、それらに加え、さらに、金沢ケーブルテレビの協力を得

て、地域を紹介する番組制作に取り組んだ。 
 

2. 地域活動の具体的な内容 
・実施日時 7 月 1 日～2 月末日 
・実施内容 (1) ケーブルテレビ制作(金沢ケーブルテレビ「KG チャンネルまちザラシ」) 
          ～ 新竪町商店街、森本商店街、その他を紹介 ～（次頁参照） 
      (2) CM 映像制作（アトリオ他） 
      (3) 商品企画（道の駅の商品パッケージ）菓子の商品シール、地域米のブランディング 
      (4) 制服デザイン（介護施設制服デザイン案） 
・参加者数 30 名 
 

3. 地域活動の成果 

 今回、メインの取組みはケーブルテレビの番組制作であった。チラシなどの広告戦略では、情報

発信に限界あるため、地域コミュニティーに広範囲に情報を届けるメディアとして、ケーブルテレ

ビの番組制作に取り組むこととした。その結果、多くの視聴者の方から番組を見たという反響があ

り、放映された商店街に遠方から足を運ぶお客様も増えたという声も届いた。

 
4. 来年度の地域活動計画 

 来年度に関しても、更に、体制を強化して地域情報の掘り起こしを推進して、商店街や地域の思

いを吸い上げ、活性化の支援していきたい。 
 

5. 学生の感想 
地域や企業の方々と実際にやり取りをすることで、授業では学ぶことが出来ないビジネスマナー、

言葉遣い、メールの書き方等も勉強になった。制作したものは映像メディアとして実際に情報発信

され、自分達の取組んだことが、映像や画像として記録に残り、達成感を感じた。

 
6. 地域からの評価 

われわれの取組みは、地域からも好評で、学生の若い感性や取組み姿勢に好感を持って頂いた。

以下地域の方々のコメントを箇条書きで示す。

・学生が消費者の立場で制作することで、新たな価値が発見できたという意見が寄せられた。

・学生が本格的に映像制作に取り組んでいることに興味を持った。また、機会があればお願いしたい。

・現在、広告費に余裕のない商店街に対して、ボランティア学生が PR してくれることに感謝したい。

・ケーブルテレビの番組制作活動を見て、若い層への働き掛けの重要性も分かった。町の雰囲気や、

扱う商品なども見直したい。 
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地域貢献型学生プロジェクト推進事業活動報告概要書 

小松市内活性化をねらいとした小松市の食ブランド企画参加 

学生団体名 うらら こま探 ｓ （小松短期大学） 
参加学生 村本滉貴（部長）・川野慎平（副部長）・橋本圭司（副部長）・山川貴弘（会計）・ 
     吉田 要（書記）・嘉野 希，他 16 名 
 
１．地域活動の概要 

うらら こま探’ｓは，４年前に地域を活性化するために結成されたサークルで，今年度は，小松の

食材を使ったオリジナル商品の開発をして，県内のイベントに参加しながら小松の良さをＰＲしたり，

イベント会場などで救急救命が必要になった場合の対応ができるように，救命講習会に参加したりして

きた。最近では，新しい食ブランドの開発に着手し，「ボーの塩焼きそば」が完成したので合わせてこ

こに報告する。

２．地域活動の具体的な内容 

・学園祭（どんどんまつりと共催）に出店 

小松市の大きなイベントであるどんど

んまつりと，本学の学園祭が共催し，小松

駅前商店街付近で昨年度開発したカブキ

バーガーの販売を行った。カブキバーガー

は，具に塩焼きそばを使い，それをフライ

にして，タルタルソースで味付けをしてい

る。フライ以外に，キャベツ，チェダーチーズ，そして彩りと食のアクセントを考えてパプリカを挟

んでいる。今年は，バンズにカブッキーの焼き印を押したり，バーガーの具を調整して，親しみが湧

くような工夫をした。

 活動日時 2013 年 10 月 13 日（日） 

 学生及び住民の参加者数 学生 22 名，住民 約 5,000 人 

・食のてんこもりフェスタ 2013 に参加 

金沢市の産業展示館（３号館）で行われた，県内の食の祭典に学生部門として参加した。包装紙に

カブッキーのシールを貼って小松のＰＲを図り，プロの飲食店に負けない味とサービスに努めた。

 活動日時 2013 年 11 月 17 日（日） 

 学生及び住民の参加者数 学生 22 名，イベント参加者 約 7,000 人 
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主にケーブルテレビで取り上げたシーンおよび制作の様子を紹介 

 

撮影スタッフ（授業で学んだ成果を発揮） 

金沢 21 世紀美術館 イベントの取材 

インタビュアー 街散策風景 

情報番組デスク 

金沢および全国の学生達が 
能登活性化に参加（取材画像） 

八田町のお祭り（取材画像） 
学生アナウンサー 

商店街取材・撮影風景 商店街取材・撮影風景 
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